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ヱ
マ

ネ

ル

や

あ

え

カ

厖
む
は
側
肺
咄

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（た
だ
し
、

送
り
仮
名
を
省
略
し
た
部
分
が
あ
る
）
（白
百
合
女
子
大
。
文
）

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１３８
ぺ
‐
ジ

侯

与
二
虞

人
弘

軌
掛

昨

侯
　
将ェレ
出デゥト
Ｂ

川
―

利

雨
フ
助

公

単

一
焉

Ｃ
刻

孔

文

天 雨フ。ル
文

又夕文

侯 冥少是ノ

日ハ 今  日
クヽ

吾 日 飲ミ
レ テ

多 鉢テ酒ヲ
虞 酒ァ楽シ

ハ 条晋天

自ラ期ス

罷ム猟ヲ

之ァ難モ

魏 楽シ
ヽト

D

始メ

強シ°
会

里立
　
可
　
不

テ
　
　
　
ニ
　

　

か

於
レ
是
　
子

問

一　
傍
線
部
Ａ

・
Ｂ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
工
　
傍
線
部
Ｃ
の

「之
」
と
最
も
近
い
意
味
の
漢
字
を
文
中
か
ら
選
ん
で
記
せ
。

間
三
　
傍
線
部
Ｄ
を
書
き
下
す
と
、

耐
閑
円
凹
ヒ
ト
タ
ビ
キ
エ
ク
ワ
イ
セ
ロ
‐②ｌ
ｌｌ
ビ
と
な
る
。

空
欄
①

・
②
を
片
仮
名
で
埋
め
よ
。

問
四
　
魏
が
強
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
文
侯
が
狩
猟
の
よ
う
な
殺
生
を
や
め
た
か
ら
。
　
　
　
　
日
　
文
侯
が
信
義
に
厚
か
っ
た
か
ら
。

ハ
　
文
侯
が
虞
人
を
大
事
に
扱
っ
た
か
ら
。　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
文
侯
が
仁
政
を
行
っ
た
か
ら
。

ホ
　
文
侯
が
飲
酒
の
楽
し
み
を
教
え
た
か
ら
。

期

哉
。

乃

往
、

身

翁
戦
国
策
し

チ

　

　

　

キ



213「 戦国策」/「普書」

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（設
間
の
都
合
上
、

本
文
や
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。）

（京
都
産
業
大
・
経
営
）

者
一、
＊
籍

怪
二
其

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１３９
ぺ
‐
ジ

也
、
日

剣

劇

凶

割

難

守
坤

不
‐

若
‐

。
衆

乃チ

院

日ハ殺ス乃騒ク`レハ
 夢 *

禽 父ヲ更す有す

獣ハ天 弄ル司し

タチ下 併全房フ

母ヲ之 母ヲ車【

極 モや子ノ

悪ナ
坐ん鉾ス

r 者
母ァ

失
 日ハヽ

ク

f弓ヲ呼妻縁

帝 殺ス

冥ゲ父ヲ

月Rス だ乙

類

而
　

以

而
　
不
レ
知
ン
父
、

殺
レ

問

一　
傍
線
部
Ａ
を
す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

間
二
　
空
欄

ａ
・
ｂ
に
入
る
べ
き
最
も
適
当
な
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
父
　
　
　
　
田
　
道
　
　
　
　
ハ
　
鳥
　
　
　
　
一一　
籍

ホ
　
母
　
　
　
　
へ
　
帝
　
　
　
　
卜
　
子
　
　
　
　
チ
　
人

間
三
　
傍
線
部
Ｂ
を
訳
せ
。

（空
欄
ｂ
に
は
適
当
な
文
字
を
補
っ
て
訳
す
こ
と
。

）

角
　
可
　
子
。

籍

同
――
円
□
　
禽
　
獣
　
　
　
　
＊

踊
開
倒
姫
娘
初
狂
殿
が
。
籍
＝
晋
代
の
文
学
者
で
、

（「至日室百
」）

「竹
林
の
七
賢
」
の
一
人
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繭
ぬ
鶴
が
　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（大
谷
女
子
大
）

宋

顧

徳

謙

妻

張

氏
、

事
毛

姑

甚

謹
。

通

夢

有リ
ゥ
以テ
ニ
＊
宿
　
世ノ　
事

ヲ
≡
責

ム巾
モノ

あ
　
日
′、レ

「明
　
日
Ａ

乱
一

‐
死

ス
ニ
於

ベ
シ
ト

一一　
　
　
　
　
メ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　

　

え

つ
ス
　
　
　
　
　
　
フ

エ
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
テ
　
　
　
ヘ

雷
ご

覺

而

流

涙

＊
悲

喧
。

姑

問
レ
之

不
二
敢

鞘
・。

テ
　
生
　ヽ
じ
ョリ
こ
　
鵡
ゆ
―
ッ
テ
甲
↓

風
ォ
ョリ

天
　
窮
”

因
ッ
テ
Ｂ

念‐
フ

、　
米
震
　
死

′、　

既
二　

不

レ

可ヵ明
レ ラ

C 日

免レ
: 呆 写

央
、
Ｄ

剣
刊
司
封
幹

キ
ー

馴
掛
叶
群
靴

日
□
裂

＊
姑
＝
し
ゅ
う
と
め
。

　

宿
世
＝
前
世
。

日
落
雷
に
う
た
れ
て
死
ぬ
。

問

一　
ω
　
傍
線
部
Ａ
の
漢
語
は
再
読
す
る
。

同
様
に
再
読
す
る
次
の
傍
線
部
０
０
の
読
み
方
を
平
仮
名
で
書
け
。

惟
　
仁
　
者

　

０
宜
レ在
二高
位
≡。
翁
孟
子
じ

過

　

の
猶
レ不
レ及
。

翁
論
語
し

０
　
中
国
人
が
文
章
を
読
む
場
合
、

ど
の
漢
字
も

一
度
し
か
読
ま
な
い
の
に
、

漢
文
を
訓
読
す
る
と
き
に
は
、

な
ぜ
ω
の
例
の
よ
う
に

一
字
を
再
読

す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
漢
字
に
は
、

文
章
の
上
で
、

再
読
し
な
い
と
充
分
に
訳
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
。

日
　

一
年
を
再
読
す
る
と
、

変
化
が
あ

っ
て
お
も
し
ろ
い
し
、

ま
た
、

訓
読
の
リ
ズ
ム
が
よ
り
力
強
く
美
し
く
な
る
の
で
。

ハ
　
い
く
つ
か
の
漢
字
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
出
て
く
る
と
、

必
ず
再
読
す
る
と
い
う
法
則
が
あ
る
の
で
。

問
工
　
傍
線
部
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｅ
の
読
み
方
を
、

平
仮
名
で
書
け
。

間
三
　
傍
線
部
Ｄ
を
平
易
な
口
語
に
訳
せ
。

問
四
　
文
中
の
空
欄
に
は
、

「
そ
こ
で
」
と
い
う
意
味
の
接
続
詞
が
入
る
。

そ
の
語
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
甑
　
　
　
　
回
　
乃
　
　
　
　
ハ
　
卸
　
　
　
　
】一　
則

問
五
　
傍
線
部
Ｆ
の

「孝
念
」
を
、

具
体
的
に
描
写
し
て
い
る
部
分
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
か
。

そ
の
始
め
と
終
わ
り
の
二
年
を
書
け
。

女古

老4暴

服
　
出
　
居
二
屋
　
外
　
桑

震
り

羅
シテ

而

議
二
Ｅ

乱
。　

是ノ

Ｆ
引

‐
念‐

モテ
可シ【
償

フ　
也
。」

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１４０
ペ
ー
ジ

以

侯
レ
死
。

雷

電

大

夢
　
日
、

「賃
　
普
ヌ
　
死
、

ベ
キ
モ

翁
新
績
列
女
得
し

悲
喧
＝
悲
し
み
む
せ
ぶ
。

　

震
死

夜 頁ニ

復夕
立

チ



215「 新続列女伝」/「史記」

柿
ニＰ

一
戦
ニ

関
天
下
に
名
高
い
「鴻
門
の
会
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

柿
公
は
何
と
か
項
王

の
怒
り
を
し
ず
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、

彼
は
自
分
二
日
円
□
と
称

す
る
。

彼
の
謝
辞
は
、

三
つ
の
内
容
よ
り
成
立
し
て
い
る
。

①
仲
間
意
識
、

②
事
態
の
偶
然
性
、

③
事
実
の
過
小
評
価
の
二
つ
で
あ
る
。

先
ず
彼
は

同
ｌａｌ
□
と
言
っ
て
、

我
々
は
仲
間
で
あ
り
、

共
通
の
敵
は
秦
で
あ
る
と
強

調
す
る
。

そ
し
て
、

同
ｌｂｌ
日
と
言
っ
て
、
自
分
が
関
中
に
先
に
入
っ
た
の

が
、

計
画
的
意
図
的
な
も
の
で
は
な
く
、

戦
争
に
つ
き
も
の
の
偶
然
で
あ

問

一　
傍
線
部
Ａ
は

「し
ょ
う
ぐ
ん
を
し
て
し
ん
と
げ
き
あ
ら
し
む
」
と
読
む
。

イ
　
令
二将
軍
“与
レ臣
有
レ郁
。　
　
　
　
　
日
　
令
三将
軍
与
二臣
有
フ郁
。

】一　
令
下
将
軍
与
臣
有
う
創
。　

　
　
　
　
ホ
　
令
二将
軍
一与
二臣
有
郁
孔

間
二
　
空
欄
ア

・
イ
に
適
当
な
語
を
次
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
滞
公
　
　
　
回
　
臣
　
　
　
ハ
　
将
軍
　
　
　
一一　
然
　
　
　
ホ
　
復

間
三
　
空
欄

ａ
～
ｃ
に
適
当
な
語
句
を
次
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
至
鴻
門
謝
日
　
　
　
回
　
毅
力
而
攻
秦
　
　
　
ハ
　
将
軍
戦
河
北

り
、

幸
運
か
ら

で
あ

っ
た
と
す

る
。

「能
」
や

「
得
」
及
び
同
円
日
万

字

が

そ
れ
を

一
層
印
象

づ
け
る
。

最
後

に
、

同
ｌ
ｃ
ｌ

ｌｌ
一と
言

い
、

双
方

の
誤
解

は

と
る
に
足
り
な

い
者

の
言
か
ら
起

こ

っ
た
と
、

事
実
を
抹
消
し
に
か
か
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し

て
項
王
は
、

③

の
事
実

の
過
小
評
価

だ
け

に
反

駁
し

て

い
る
。

事
実

が
同
ｌｄｌ
ｌ十
一よ
り
出

た
か
ら

こ
そ
信
じ
た

の
で
あ
る
か

かり
。

返
り
点
の
正
し
い
の
は
ど
れ
か
。

ハ
　
令
二将
軍
与
レ臣
有
ラ創
。

次
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

へ
　
今
者

一一　
不
自
意

次
の
漢
文
と
説
明
文
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（一示
都
産
業
大
”
経
営
）

破り河 謝シ
レ     テ

公

軍ェ 【勢学騎ヲ

於 否準カヲ来タ

今裏ハチム項
者 能ク秀ヲ王ェ

小 入り軍ハ鴻

馬 
令

曹 
将

無 
軍

傷
与

_ 臣

とサ
有

谷培1解

項暫
工科
ロハ史

ク`
|

ルヒレジ

日
一　
日

日
、

臣

北

ス

臣

ヲ
　
　
　
ン
ト

ハ

秦
、

得
三

従
三
百
　
余

与
二
将
　
軍
〕

戦
二
河
　
南
一。

復
　
見
二　
将

Ｈ
と
ア
　
ユ見

ニ

而自
ニ

レ
し

止

〓

。
至
二

将先有
ニ

解
答

・

人
　
之
　
一一Ｆ
、
Ａ

柿

公

左

司

Ｌ
隣
Ｉ
Ｌ
し
ト
Ｉ
Ｌ

以

至
レ　
此
。

Ｂ

翁
史
記
じ
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ホ
　
先
入
関
　
　
　
　
　
へ
　
小
人
之
言
　
　
　
　
卜
　
有
創

問
四
　
空
欄
ｄ
に
適
当
な
語
句
を
次
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
小
人
之
言
　
　
　
　
回
　
柿
公
左
司
馬
　
　
　
ハ
　
曹
無
傷
　
　
　
　
　
】一　
何
以
至
此

問
五
　
説
明
文
に
あ
る
、

②
事
態
の
偶
然
性
と
い
う
の
は
、

漢
文
中
の
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
か
。

そ
の
最
初
と
最
後
の
字
一

問
六
　
傍
線
部
Ｂ
を
訳
せ
。

一年
ず
つ
を
抜
き
出
せ
。
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剣!拳ナ~°
  本L

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（送
り
仮
名
を
省
い
た
箇
所
が
あ
る
。

）
（明
治
大
・
文
）

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１４３
ぺ
‐
ジ

之

初
メ
テ

使
スルポ

品
恥
ぷ
矧

剣

到

。
徐

君

好
ム

ニ
季

　

然
ラ。

始メ

吾ガ

心
韮

尭

銚

。
Ｅ

引

州

留

剣

吾‐

封

封

」

Ｂ
劇
‐

封
劉
二
，
‐

刊
‐

剖
ゴ
　
季
　
札

ｃ
Ｎ
柑
劇
帥
掛
守

為
ェ

レ
使

ス謝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「史
記
じ

ダ

　

　

ゼ

　

　

リ

未
レ
献
。

還

ゼ
　
　
　
リ
テ
　
　
ル
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一　
　
　
セ
リ
　
テ
　
　
　
】一　
　
　
チ

臥
。

還

至
レ
徐
。

徐

君

己

死
。於

レ
是

乃

に
あ
っ
た
小
国
。

　

上
国
＝
周
の
都
洛
陽
付
近
の
国
々
。

　

塚
樹
川
墓
に
植

工
　
院
り
Ｌ
ァヽ

　
主
一　
ル
　
　
　
　
＊
季
札
＝
春
秋
時
代
の
呉
王
寿
夢
の
第
四
子
。

　

徐
＝
今
の
江
蘇
省
徐
州
付
近

ヲ
　
　
　
か
ヶ
テ
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ル

剣
一、
繋
二　
之
　
徐
　
君
＊
塚
　
樹
一
而
　
去
。　

従
　
者
　
　
　
　
　
え
た
木
。

　
倍
＝
そ
む
く
。

己

死
。

尚

誰

予

子
。

」

季

子

日
、

「不
レ

問

一　
傍
線
部
Ａ

「北
過
二徐
国
Ｌ

を
読
み
下
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

空
欄
Ｉ
、

お
よ
び
Ｈ
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
仮
名
を
記
せ
。

北
の
か
た
徐
旦
日
‐Ｉ‐
□
過
――
円
□
。

間
二
　
傍
線
部
Ｂ

「
口
弗
二敢
言
こ

の
読
み
を
、

す
べ
て
平
仮
名
で
記
せ
。

問
三
　
傍
線
部
Ｃ

「心
知
レ之
」
の

「之
」
は
、

何
を
指
し
て
い
る
か
。

本
文
中
か
ら
適
切
な
語
句
を
抜
き
出
し
て
記
せ
。

問
四
　
傍
線
部
Ｄ

「己
許
レ之
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

簡
潔
に
記
せ
。

問
五
　
傍
線
部
Ｅ

「立
以
レ死
倍
登
口心
〓哉
」
の
解
釈
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、

次
の
中
か
ら
選
び
出
し
て
、

そ
の
記
号
を
記
せ
。

イ
　
徐
君
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
彼
に
対
す
る
同
情
心
が
か
わ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

日
　
徐
君
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
う
し
て
彼
に
対
す
る
同
情
心
が
増
す
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

ハ
　
徐
君
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
う
し
て
自
分
の
気
持
ち
に
反
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

〓一　
徐
君
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
う
し
て
自
分
の
気
持
ち
に
し
た
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

問
六
　
こ
の
逸
話
か
ら
知
ら
れ
る
季
札
の
人
柄
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、

次
の
中
か
ら
選
び
出
し
て
、

そ
の
記
号
を
記
せ
。

イ
　
死
者
に
対
し
て
礼
儀
正
し
い
人
物
　
　
　
　
　
回
　
自
分
の
思
い
に
対
し
て
誠
実
な
人
物

ハ
　
人
情
が
深
く
て
恩
義
を
忘
れ
な
い
人
物
　
　
　
一一　
他
人
と
の
約
束
を
守
る
律
義
な
人
物

球
上
　
国
・

解
・一
其
　
宝

日
、

「徐
　
君
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、

有
下
厭
二
不

死

之

薬

以

入
。
＊
中

射

之

士

「
可ナリ

ト
」
。

同
ＩＡＩ
働
予
奪

ヒテ
　
而

殺

二
中

射

之

士
一。
中

日
、

「
臣

問
一
謁

者
・、
謁

問

一　
本
文
中
の
空
欄
Ａ

・
Ｂ
に
入
る
漢
字
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

Ｂ
は
二
箇
所
と
も
同
じ
字
が
入
る
。

Ａ
…
イ
　
因
　
　
　
回
　
寄
　
　
　
ハ
　
衛
　
　
　

一̈　
依

Ｂ
…
イ
　
占
　
　
　
回
　
使
　
　
　
ハ
　
鳥
　
　
　
“一　
締

間
二
　
傍
線
部
０

「可
レ食
子
」
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
飲
む
方
が
よ
い
の
か
　
　
　
回
　
飲
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
　
　
　
ハ
　
飲
め
る
の
か
　
　
　
一一　
飲
ま
せ
る
の
か

間
三
　
傍
線
部
０

「
人
」
は
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
。

次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
献
不
死
之
薬
於
刺
王
者
　
　
　
回
　
謁
者
　
　
　
ハ
　
中
射
之
士
　
　
　
一一　
臣

問
四
　
本
文
の
主
旨
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
拘

イ
　
読
弁
を
弄
し
て
死
を
ま
ぬ
が
れ
た
家
臣
の
行
為
を
皮
肉
っ
て
い
る
。

日
　
不
死
の
薬
を
飲
ん
だ
家
臣
を
殺
そ
う
と
す
る
刑
王
の
冷
酷
さ
を
批
判
し
て
い
る
。

ハ
　
刺
王
に
不
死
の
薬
を
献
上
し
た
忠
義
心
を
称
賛
し
て
い
る
。

一一　
不
死
の
薬
を
飲
ん
で
死
を
招
き
か
ね
な
い
不
合
理
を
論
じ
て
い
る
。

問
五
　
『戦
囲
策
』
を
編
集
し
た
劉
向
の
編
著
書
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
史
記
　
　
　
回
　
説
苑
　
　
　
ハ
　
碁
秋
　
　
　
一一　
十
八
史
略

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（日
本
大
・
経
済
）

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１４４
ぺ
‐
ジ

於

刑

王
・
者
Ｔ

謁

者

操

　

ぁ
。

是

臣

無
午
罪
、

而

罪

在

二
謁

者
一。
且

客

獄

二
不

間ゥ
テ

日
′、レ

輸

升

斗

子
‐

卜
」
。

日
′、レ

　

死

之

鶏
・、
臣

食
ヒ”

ぁ

王

殺サ小
島
、

是
レ

死

薬

也
。

王

食
フ

レ
ぁ
。

王

怒
ッ．ァ

田

里

ス
ん

シテ
　

殺
シ↓

無

罪

之

岳
一、
而

明ラ
↓

一言

押

州

之

欺
ク

ゥ
発
」。
王

乃チ

射
　
之
　
士
　
同
田
附
単

馬
シテ

あ
フ
王
二　

　
不
レ
殺

サ。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「戦
園
策
じ

者
　
日
、

『可
レ
食
』
。

臣
　
敵
　
食
レ　
　
　
　
＊
謁
者
＝
取
り
つ
ぎ
の
官
。

　
中
射
＝
王
に
侍
御
す
る
官
。
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客
ル
ヲ

有
二
積

薪

一、
客

ノ
　
　
　
ア
　
　
し
か
せ
ざ

レ
バ

謂
“ス
王
　
人
】、　
更

　

為
二
＊
曲
　
突

・、
遠
　
徒
二　
　
使 ‐
　

恥
↓
客
　
之
　

一一員

不

レ
費

、
二
牛

其
　
薪

一。

者

押

呂

倒
刊
判

到

主

人

黙

然

テ
不
レ
　

論
庁
功ヲ

而

請
理

発
、

曲

突

徒

応ゼ
高

阻

而

家

果タ
シテ

失
ス

レ
火ヲ
。

同
ＩＢＩ
挫
　
而
　
得

夕刺
息ゃ弘

ヲ
於ィ
”
是

二　
殺

シ
レ
毎

爆
く

蹴
セル者
′、

為
二
於

上

行
ェ一

余
′、

各

問

一　
空
欄
Ａ

・
Ｂ
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
語
を
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
今
　
　
　
回
　
大
　
　
　
ハ
　
幸
　
　
　
一一　
急
　
　
　
ホ
　
近
　
　
　
へ
　
遂
　
　
　
卜
　
俄
　
　
　
チ
　
逆

間
二
　
傍
線
部
０

「且
レ有
二火
患
Ｌ

を
、

す
べ
て
平
仮
名
に
直
し
て
、

書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

間
三
　
傍
線
部
０

「不
レ録
」
と
は
ど
う
で
つ
意
味
か
。

十
字
以
内
で
書
け
。

問
四
　
傍
線
部
０

「人
謂
二主
人
〓日

」
と
あ
る
が
、

次
の
中
か
ら
主
人
に
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
を

一
つ
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
あ
の
時
、

忠
告
を
聴
い
て
い
た
ら
、

火
事
を
出
さ
ず
に
す
ん
だ
は
ず
だ
。

回
　
あ
の
時
、

忠
告
に
従
っ
て
い
た
ら
、

宴
会
の
費
用
な
ど
出
さ
な
く
て
す
ん
だ
の
だ
。

ハ
　
消
火
に
活
躍
し
た
人
の
席
順
を
、

そ
の
け
が
の
程
度
に
応
じ
て
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

一一　
か
ん
じ
ん
の
人
を
放

っ
て
お
い
て
、

消
火
に
活
躍
し
た
人
だ
け
を
上
座
に
す
え
る
つ
も
り
か
。

ホ
　
あ
な
た
は
今
、

消
火
に
功
績
の
あ
っ
た
人
だ
け
を
宴
会
に
招
待
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

問
五
　
傍
線
部
０

「之
」
と
は
、

何
を
指
し
て
い
る
か
。

本
文
中
か
ら
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
て
書
け
。

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（立
命
館
大
・
経
済
）

有 リ

“)頭 ヲ今 郷きジ

よ
ギ
ル

過
二
主

人

一
者
Ｆ
見
三
英

フ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　

あ
ら
た
メ
テ

か
弓

ノ

＊
　
直
　
突

シ
、

傍
ラ
ニ　

　
而

ン増

の
利
州
乱
群

言
ヒ

一
曲
　
突

ヲ
一
者

ヲ
Ｐ

ト

　

　

ク

　

う

つ
セ

け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外

・　
　
　
，
ク
　
　
う

ル
セ
　
　
　
　
　
き

ニ
　

　

　

カ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

隣

里

共

二

救
ヒ

レ

ぁ

、

　

塊

ノ

ハ

徒

為
ス

一
卜

上

客
卜

・

耶

。

主

シ
テ
　
ス
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

置
　
酒
、謝

二
其
　
隣
　
人
一。
　

，日瑠

技
　
以
レ
功
　
次
レ
坐
。　
　
　
　
　
＊
直
突
・
曲
突
＝
「突
」
は
煙
突
の
こ
と
。

翁
漢
書
じ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（設
間
の
都
合
で
、

送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

）

張
　
ネ
容
　
人
′、、

＊
順
　
天
　
＊
永
　
清

ノ
　
人ナ切

Ａ
失‐

フ打

甘‐
一
封
争
一
父

死
、
＊
行

乞

以

養
レ
母
。

穴
レ

土

為
レ
居
。

天

大

雪
、

米
知

県

魏

継

斉

過
二

其

処
一、
聞
三
歌

声

出
二

地

中
ョ却

』
、テ

而
　
呼ビ

テ
　
問
フ

【
之

二ヽ
日
夕、ヮ

「今
　
日
′、　

母ノ　
生
　
日
、
Ｐ
歌‐とｒ
止
″

勧
毛

餐

耳
。

」
継

斉

命
レ
車

載
登

ハ

母

子
・
至
ン

県
、

継

斉

母

昇
≧

ハ

母

粟

及

布
〓、
継

斉

与
二
銀

十

＊
就
↓
乞
　
人

＊
唯
　
頭シテ
回
′、レ

「官
ノ　

母
　
賜フ
一
我ガ
　
母

ェ
一、
Ｃ

利
判
甜
耶

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１４６
べ
‐
ジ

ヨンド
レ
に
ｒ
ｉ
」
″
　
　
　
　
　
　
フ
ハ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ヘ
テ
　
　
　
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
　
　
ノ
　
　
　
ヲ

不
レ
　
受
、官

賜
レ
我
、我

不
二
敢
　
受
ご
継

斉
　
問
・一
其

故
・、

日
′、レ

「
＊
民
　
愚
　
Ｄ

利
州
剣
刊
判

７
‐

刊
凋
例

官‐
刷
相
判
洲
―

到
利
瑠

我

母

年

八

十
、

我

年

六

十

一
、

為
二
清

白

百

姓

一

足
レ
リ
ト

央

。
」

継

斉

不

二

復
夕

Ｅ

郵

将
ェ

レ

紅

丁

＊

営

曇

・ 、

ル
ニ

乞

人

ｆ
烈

其
ノ

島

】
去

り
、

不
レ
知

ラ
レ
ら
レ
終

′、”

　

（「遍

垣

＊
乞
人
Ｈ
こ
じ
き
。

　

順
天
＝
順
天
府
の
略
称
。

今
の
北
京
を
中
心
と
す
る
行

政
区
画
。

　

永
清
川
県
名
。

　

行
乞
＝
道
を
歩
き
な
が
ら
物
を
乞
↑
じ
う
。

知
県
川
県
の
長
官
。

　

餐
川
食
事
。

　

経
＝
金
銭
の
単
位
。

　

叩
頭
Ｈ
頭
を

地
に
た
た
き
つ
け
て
敬
礼
す
る
。

　

民
愚
＝
庶
民
の
自
称
。

　

営
室
Ｈ
家
屋
。

問

一　
傍
線
部
Ａ

「失
・■
ハ名
こ

と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。

次
の
イ
～
へ
の
う
ち
か
ら
、

最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
べ
。

イ
　
自
分
の
名
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
　
世
捨
て
人
と
し
て
自
分
の
名
も
捨
て
て
し
ま
っ
た

ハ
　
身
分
が
低
い
の
で
こ
こ
で
は
名
を
記
さ
な
い
　
　
　
　
一一　
通
称
が
名
と
間
違
え
ら
れ
て
い
る

ホ
　
何
と
い
う
名
か
知
ら
れ
て
い
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
一戸
籍
簿
に
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い

間
二
　
傍
線
部
Ｂ

「歌
以
勧
レ餐
耳
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。

次
の
イ
～
へ
の
う
ち
か
ら
、

最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
べ
。

イ
　
私
は
歌
を
歌
い
な
が
ら
、

母
の
た
め
に
心
を
こ
め
て
食
事
の
用
意
を
し
て
い
た
の
で
す
。

日
　
母
が
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
、

私
は
歌
を
歌
っ
て
あ
げ
て
い
た
の
で
す
。

ハ
　
母
は
楽
し
そ
う
に
歌
を
歌
い
な
が
ら
、

食
事
の
準
備
に
励
ん
で
い
た
の
で
す
。

一一　
母
の
歌
が
終
わ
っ
た
ら
、

食
事
を
し
よ
う
と
勧
め
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
す
。

ホ
　
一
緒
に
お
祝
い
の
歌
を
歌
っ
た
の
ち
、

晩
餐
に
入
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
す
。

へ
　
一
緒
に
歌
を
歌
う
こ
と
で
、

晩
餐
の
か
わ
り
に
し
よ
す
と
し
て
い
た
の
で
す
。

問
三
　
傍
線
部
Ｃ

「不
二敢
不
ラ受
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。

次
の
イ
～
へ
の
う
ち
か
ら
、

最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
べ
。
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イ
　
受
け
取
ら
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
　
　
　
　
回
　
是
非
と
も
受
け
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ハ
　
受
け
取
ら
な
く
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
　
　
　
　
　
〓一　
受
け
取
る
道
理
は
あ
り
ま
せ
ん

ホ
　
受
け
取
ら
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
　
　
　
　
へ
　
受
け
取
ら
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

間
四
　
傍
線
部
Ｄ

「不
レ知
二此
十
絹
官
何
所
受
ラ之
」
は
ど
う
読
む
か
。

次
の
イ
～
へ
の
う
ち
か
ら
、

最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
べ
。

イ
　
こ
の
十
絹
の
官
い
づ
く
よ
り
こ
れ
を
受
く
る
か
を
知
ら
ず
。
　
　
　
日
　
こ
の
十
絹
、

官
い
づ
く
ん
ぞ
こ
れ
を
受
く
る
か
知
ら
ず
。

ハ
　
こ
の
十
絹
、

官
い
づ
く
よ
り
こ
れ
を
受
く
る
か
を
知
ら
ず
。

　
　
　
二
　
こ
の
十
絹
の
官
い
づ
く
よ
り
こ
れ
を
受
く
る
か
を
知
ら
ざ
ら
ん
や
。

ホ
　
こ
の
十
絹
、

官
い
づ
く
ん
ぞ
こ
れ
を
受
く
る
か
知
ら
ざ
ら
ん
や
。　

　
へ
　
こ
の
十
絹
、

官
い
づ
く
よ
り
こ
れ
を
受
く
る
か
を
知
ら
ざ
ら
ん
や
。

問
五
　
次
の
各
語
群
の
イ
～
ホ
に
は
、

傍
線
部
Ｅ
・Ｆ
と
異
な
る
意
味
の

「強
」
「負
」
を
含
む
熟
語
が
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
あ
る
。

次
の
イ
～
へ
の
う

ち
か
ら
、

そ
れ
を
選
べ
。

問
ヘ ホ ニ ハ ロ イ 六 Ｅ

…
強

イ
　
強
要

回
　
強
制

ハ
　
強
奪
　
　
　
　
　
Ｆ
…
負

〓一　
勉
強

ホ
　
強
硬

張
乞
人
は
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
望
ん
で
い
る
か
。

そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
イ
～
へ
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。

余
命
い
く
ば
く
も
な
い
母
の
た
め
に
、

せ
め
て
こ
じ
き
を
し
な
く
て
す
む
程
度
の
暮
ら
し
を
し
た
い
。

年
老
い
た
母
に
孝
行
す
る
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
な
ら
自
分

一
人
の
力
で
家
を
建
て
て
あ
げ
た
い
。

母
子
と
も
老
い
先
短
い
の
だ
か
ら
、

お
上
の
世
話
な
ど
に
な
ら
ず
、

清
潔
な
庶
民
と
し
て
の
暮
ら
し
を
全
う
し
た
い
。

毎
日
、

老
母
と
と
も
に
陽
気
に
歌
を
歌
っ
て
暮
ら
せ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、

金
や
住
ま
い
な
ど
に
未
練
は
な
い
。

母
は
と
も
か
く
、
自
分
と
し
て
は
お
上
の
厄
介
に
な
る
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
の
で
、

よ
そ
の
土
地
で
暮
ら
し
た
い
。

汚
濁
に
満
ち
た
役
人
に
反
省
を
促
す
た
め
に
、

だ
れ
の
世
話
に
も
な
ら
な
い
こ
じ
き
の
生
活
を
続
け
て
い
き
た
い
。

イ
　
抱
負

口
　
勝
負

ハ
　
自
負

一一　
負
担

ホ
　
負
債
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ノ

飾

畳 フ  譴

馬こ二
 子

土
ハ　
妻

不
レ　
満
ニ

妾
　
観
ニ

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（学
習
院
大
・
文
）

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１４８
べ
‐
ジ

為
↓

ト
キ

斉
ノ

０
剤
軍

出
。

其

の
制
中　
之
　
妻
、
。

御
ゴ

門
　
間
・　
　
今
、

子
　
長
　
八
　
尺
、
ェ

。
対
糾
　
為

り
二
人
　
僕
　
御
一。
然

．　
子
　
之

其
ノ

れ
≡。
其

ノ

夫

為
り

考
相

ノ

御
卜

一、
擁

シ
孔

大

義
墨

等

　

土思

自
ラ

以
テ

為
ス

レ
足

レ切
卜

妾

島

以
テ

求
ム

巾
去

ラ
ン
テ

也
卜

ご

其
′

後
、

夫

一、
意

気

揚

揚
卜
導

ぁ

Ａ
引

ネ

也
。

既
ニシ
テ

而

帰
ル
。

自
ラ

抑

損
ス。

晏

子

島
ミ
テ

而

問
フ

レ
ぁ
。

御

以
テ

登

英‐ヲ
押

岬

晏

Ｂ
「詐
判
去‐

ラ北
に
レ

夫
　
間

フ
ニ
其

ノ
　
海
≡。
妻
　
日
′、レ

「晏
　
子

′、　
長
　
　
子
　
薦

メ
テ

　
以

テ
Ｄ

胤
却

キー
剣

キ
ー

珊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「史
記
し

六

尺
一、
身

相
二
斉

国

名

顕
っ
諸

侯
≡。
今

者
、

　

　

共

芋

沓

溶

ろ
。

翻
甲

嬰

鴛

。

其
′

　
出ヅ
ゃ

ブ
志
　
念
　
深

シ　
央
。

常
二　

有
り

二
以

テ
　
自
ラ

　
ω

下‐
ル　

在
一。

問

一　
傍
線
部
０

・
０

。
０
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
に
よ
り
、

平
仮
名
で
記
せ
。

間
二
　
傍
線
部
０

・
０
の
意
味
を
記
せ
。

間
三
　
傍
線
部
働
の

「下
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
記
せ
。

問
四
　
傍
線
部
Ａ

・
Ｃ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
イ
～
二
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

Ａ
…
イ
　
自
分
で
理
解
し
て
い
る
。
　
　
　
日
　
自
分
で
満
足
し
て
い
る
。　

　
　
ハ
　
自
分
で
報
い
を
受
け
て
い
る
。

一一　
利
益
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
る
。

Ｂ
…
イ
　
誠
実
　
　
　
回
　
成
果
　
　
　
ハ
　
実
情
　
　
　
一一　
中
身

問
五
　
傍
線
部
Ｂ
に
つ
い
て
、

な
ぜ
妻
は

「請
レ去
　
　
」
た
の
か
。

最
も
適
当
な
理
由
を
、

次
の
イ
～
二
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
夫
の
身
分
が
ひ
く
す
ぎ
る
か
ら
。

日
　
夫
が
現
状
に
甘
ん
じ
て
い
る
か
ら
。

ハ
　
夫
の
身
分
が
高
す
ぎ
る
か
ら
。

一一　
夫
が
身
長
を
自
慢
す
る
か
ら
。

問
六
　
傍
線
部
Ｄ
の
記
述
に
最
も
よ
く
適
合
す
る
説
明
を
、

次
の
イ
～
二
の
中
か
ら
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
晏
子
は
妻
の
正
直
さ
に
満
足
し
て
夫
を
大
夫
と
し
た
。
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_ _   ハ   回

晏
子
は
妻
の
こ
と
ば
に
感
心
し
て
夫
を
大
夫
と
し
た
。

晏
子
は
夫
の
こ
と
ば
に
満
足
し
て
夫
を
大
夫
と
し
た
。

晏
子
は
夫
の
態
度
に
感
心
し
て
夫
を
大
夫
と
し
た
。
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次
の
文
章
を
説
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（法
政
大
・
法
）

統
　
説
レ
備
　
日
、

有
二

米
呉
　
孫
一
北

得
ラ
志
。

今
　
＊
益

ダ
サ
ント
ス
ル

馬
　
所
レ
＊
出

可
・と一
＊
権

借

　

以

備
　
回′、フ
「今
　
。

以テ【レバ
同
ＩＡＩ
じ
　
吾

同
田
日
野
操
　
以テ【レバ

間

一　
傍
線
部
側

「鼎
足
之
計
」
と
は
次
の
ど
れ
に
相
当
す
る
か
。　

一
つ
を
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
合
従
策
　
　
　
回
　
追
衡
策
　
　
　
ハ
　
天
下
三
分
の
計
　
　
　
二
　
天
下
四
分
の
計

問
工
　
傍
線
部
０

「与
吾
為
水
火
者
」
は
ど
ん
な
意
味
か
。

次
の
中
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
わ
た
し
と
な
に
か
に
つ
け
て
正
反
対
の
態
度
を
と
る
の
ま

回
　
わ
が
軍
の
奮
闘
に
よ
っ
て
水
上
で
焼
討
ち
に
あ
っ
た
の
ま

ハ
　
わ
が
陣
営
の
た
め
に
重
要
物
資
を
補
給
し
て
く
れ
る
の
ま

間
三
　
傍
線
部
０

「非

一
道
所
能
定
也
」
は
ど
ん
な
意
味
か
。

次
の
中
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
ひ
と
つ
の
方
法
を
守
っ
て
い
た
の
で
は
平
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

登 所 時
場 : :
人 刑 後
物 州 漢

:  

°

の

統  未

「剥
　
州
　
荒
　
残
　
＊
人
　
物
　
＊
騨

有
リ

ニ
曹
　
氏
・
。

則
刊
劇
刊
劇

―
訓

州

国

富

民

強

戸

口

百

必ズ
　
葦
仲

り
＊
宝
　
貨
　
無

シ
レ
求

ム
つ

ヨト
於

定
二
大

事
ご

与
≧

為
二
水

火
・
者

曹

操

也
。

操

以
テ

↓

同

ＩＢＩ

じ

、

操

　

以
テ

【
ン
バ

同

ｌｃｌ

じ

　

五
日
　

以
テ

↓

＊
話
　
五
日　
以
レ
忠
。

毎

与
レ
操
　
反
、

事
　
乃

Ｂ
も

例

剣

於‐

Ｈ

今

日

不
レか

取ラ

終
二

為
ル

ニ
人ノ

札
・

耳
。

翁
蜀
書

・
鹿
統
伝
と
し

呉
孫
日
呉
の
孫
権
。

　

益
州
＝
蜀
、

宝
貨
Ｈ
貴
重
な
物
資
。

　

権
＝
臨
機

小
故
Ｈ
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
。

　

五
伯

谷廃
統
、

備

の
ブ

レ
イ

ン
）
・
備

（劉
備
）
。

一

生ェ項 許シヘシ

今 兵 以テ東ェ

可
レ
成

耳
。

今

以
孔

小

敵
・

下
一
者
、

吾
　
所
レ
不
レ
取
　
也
。」

ハ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

ヨ
リ

統

日
、

「権

変

之

時
、

回

慰
判
□
ず

兼ネ
ツ
同
‐Ｅ‐
じ

攻
ムつ
ハ

鴫
　
＊
五

順
　
守

シ　
報ズ
理

之
二　

以
テ

”
義
、

事
　
定

マル

＊
人
物
＝
人
材
物
資
。

　

騨
尽
＝
払
底
。

今
の
四
川
省
。

　

出
Ｈ
動
員
す
る
。

の
処
置
と
し
て
。

　

話
＝
い
つ
わ
り
。

Ｈ
春
秋
五
覇
。

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１４９
ぺ
‐
ジ

而

失
二
信

義

於

天

伸

調
到

―
刊

―
遇
「
調
劉
矧
刊

ナリ
　　
　　
　　
　
シテ

伯

之

事

。
逆

取

之
　
後
、

封

二
以テ
キレバ
大
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問      問   問 問 問
ホ ニ ハ 回 イ 八 ハ ロ イ 七 イ 六 五 四 ハ 回

ひ
と
つ
の
方
法
を
貫
く
の
で
な
け
れ
ば
平
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

も
う
ひ
と
つ
別
の
方
法
で
な
け
れ
ば
平
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

空
欄
Ａ

・
Ｂ
に
は

〔イ
急
　
回
寛
〕
の
何
れ
か
が
入
る
。

Ａ
に
入
る
も
の
を
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

空
欄
Ｃ

・
Ｄ
に
は

〔イ
仁
　
回
暴
〕
の
何
れ
か
が
入
る
。
Ｃ
に
入
る
も
の
を
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

空
欄
Ｅ
に
入
る
の
は
次
の
何
れ
が
適
当
か
。　

一
つ
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

強
　
　
　
回
　
弱
　
　
　
ハ
　
邪

傍
線
部
働

「何
負
於
信
」
は
ど
ん
な
意
味
か
。

次
の
中
で
最
も
適
当
な
も
の
を
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

じ
つ
に
信
義
に
か
な
っ
た
こ
と
だ
。

ど
う
し
て
信
義
に
反
す
る
と
い
え
よ
う
。

な
ん
と
も
信
義
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。

次
の
う
ち
瀧
統
の
考
え
を
合
致
す
る
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

刑
州
に
根
拠
を
お
け
ば
天
下
は
分
裂
し
て
し
ま
う
。

他
勢
力
に
対
抗
す
る
に
は
益
州
に
拠
る
ほ
か
な
い
。

早
く
し
な
い
と
益
州
は
他
に
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

益
州
侵
攻
は
道
徳
的
に
正
し
い
行
為
で
あ
る
。

と
り
あ
え
ず
信
義
は
棚
上
げ
し
て
益
州
を
取
れ
。
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繭
ぼ
ド
ぬ
　
　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（法
政
大
・
経
営
）

Ｉ
　
漢
の
武
帝
の
治
世
も
四
十
年
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
た
。

老
境
を

迎
え
よ
う
と
す
る
皇
帝
の
心
中
に
は
、

神
仙

へ
の
憧
れ
と
と
も
に
西
域
の

珍
奇
な
品
々
、

特
に
優
秀
な
馬

へ
の
関
心
が
強
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

あ
る
と
き
西
域
帰
り
の
臣
下
か
ら
、

ひ
と
つ
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

「
　
　
　
　
（
ＡＡ
）
　
　
　
　
」

さ
っ
そ
く
武
帝
は
、

使
者
に
大
金
を
持
た
せ
て
、

は
る
か
西
方

へ
と
派

遣
し
た
。
し
か
し
相
手
側
は
協
議
の
結
果
漢
の
武
帝
の
要
請
を
断
わ
る
こ

と
に
し
た
。

そ
の
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。

「
　
　
　
　
（
ＤＤ
）
　
　
　
　
」

リ
テ
　
　
　
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
ル

こ
れ
に
対
す
る
漢
の
使
者
の
反
応
は

「怒
　
妄
言
　
而
去
」
で
あ
っ
た

と
い
う
。

相
手
国
の
国
王
は
侮
辱
さ
れ
た
と
怒
り
、

隣
国
郁
成
に
指
令
し

て
、

帰
国
途
中
の
漢
の
使
者
を
殺
さ
せ
た
。

知
ら
せ
を
受
け
、

武
帝
は
烈
火
の
ご
と
く
怒
っ
た
が
、

そ
れ
を
見
て
あ

る
臣
下
が
進
言
し
た
。

「
　
　
　
　
（〔）
）
　
　
　
　
」

武
帝
は
相
手
を
く
み
し
や
す
し
と
見
て
、

遠
征
軍
の
派
遣
を
思
い
た
っ

た
。

遠
征
軍
の
総
司
令
に
選
ば
れ
た
の
は
李
広
利
、

武
帝
の
寵
愛
す
る
李

夫
人
の
兄
で
あ
る
。

や
が
て
遠
征
軍
が
西

へ
向
け
て
出
発
し
た
。

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１５‐
ペ
ー
ジ

弐

師

城
一
取
≧

馬
Ｆ
敵

号
二
弐

師

将

将

軍

之

西スル
也ゃ
、

既
ェ

過ギ
孔

塩

水ヲ
一、
当夕
”
道

ニ

お程
の

堅ク

城

守
シテ

不
■

同ヘテ
給セ
ラ
島
。

晦
レ
至

ル
ニ
郁

者

不
レ
過ギ
ニ
数

千
ェ

・
皆

飢
ェ

謡
り

攻
ム理

郁

大ィ
ニ

破
ル

レ
あ
ヽ

所
二
殺

俵
・ル
甚ダ

衆
シ
。

弐

師

将

右卜
一
計

，レ、
来

二

歳
。

至
子

敦

煙
ス

士

不
レ

使
　
上
　
書
■
百
、

」

ぁ
　
大

ィ
ェ

怒
り

　
使

メ
考
侮

シ
テ

遮
ギ

↓

＊
玉
　
彬

一
回

夕、レ

天
　
子

属
太

国ノ
初

六
元

千
年

騎
以テ

及 ビ
ニ

広
郡

本Uヲ
国ノ

~

為 シ

ヨニ  ニ
′い

  *

少 
弐じ

年 
師じ

数
将

万ヲ冥ト

ネ

以テ卦シ

子卜①
°

        I I

* 国 弐 期ス

≧; 恐 レ
師

 ≧ュ

過ギ BIキ~¬
  ニ   レ テ 

~¬

十ノ兵ァ

ニニ還ル

算チ往 L

軍 成ヲ成ェ小 軍卜往ク

有
＊
与
二

成左（
Ｄ
）

而一（
ｒＬ
）

聞
レ

「
　
　
　
　
（
ｒＦ
）
　
　
　
　
」

レ
　
　
　
リ
テ
　
　

マ
ル
　
　
　
　
　
　
ニ

弐

師

恐

因

留
二
敦

煙

孔

＊
弐
師
Ｈ
地
名
。

　

発
Ｈ
動
員
し
て
。

　

塩
水
＝
地
名
。

　

士
＝
こ
こ
で
は
兵

士
を
指
す
。

　

与
〔奥
〕
＝
～
と
。

　

左
右
Ｈ
側
近
。

　

敦
煙
川
地
名
。

　

玉

門
川
地
名
、

玉
門
関
。

＊
至

ル
キ
郁
　
成

ェ
・
尚
ホ

　
不
レ
縁
レ
挙グ
ラ
ぃ服
ャ

至
ルヤ

其
ノ

　
王
　
祉
・
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⑤ ④ ③
射バ

②

大 漢 軍ノ   *

宛二去ル有ラFシ
大

有り我;姦f尽ク宛ノ

善遠シ入号厚貞兵

馬 * 者 条 理シ

大 之ァ  丘
城二   

°  ハ
~、

 軍ヲ    =
匿シ

~     ~

不
テモ    =ヲ

肯へ      強
テ
            *

与へ      脅ヱ

⑥
漢

警暮手
犀弦グ弘屯

:」暑| 
°

れ 
° レ

法歩禾ヲ
宅
梶 桑畳

安    
す

| 1大 発 シ
¬ 宛  テ

昌督宮 唇〉
¬ じ 答

り督)往子

昌昌辱V 補
| |

問

一　
Ｉ
の

「　
　
」
に
入
る
文

（
Ａ
）
～
（
Ｆ
）
を
、

Ｈ
の
①
～
⑥
か
ら
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

問
二
　
次
の
各
項
を
本
文
と
比
較
し
、　

一
致
す
る
も
の
は
①
、　

一
致
し
な
い
も
の
は
Ｘ
、

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
も
の
は
△
と
し
て
答
え
よ
。

イ
　
弐
師
将
軍
の
名
は
隠
さ
れ
た
名
馬
の
名
に
由
来
す
る
。

日
　
弐
師
将
軍
の
遠
征
軍
は
快
進
撃
を
つ
づ
け
て
目
的
地
に
達
し
た
。

ハ
　
弐
師
将
軍
の
遠
征
軍
は
都
成
で
大
敗
を
喫
し
た
。

一一　
弐
師
将
軍
の
遠
征
軍
が
敦
煙
に
戻
っ
た
年
は
、

ほ
ぼ
太
初
三
年
に
当
た
る
。

ホ
　
弐
師
将
軍
の
の
遠
征
軍
は
武
帝
に
よ
っ
て
玉
門
関
の
外
に
閉
め
出
さ
れ
た
。

へ
　
弐
師
将
軍
の
遠
征
軍
は
三
千
の
軍
勢
で
大
宛
軍
に
大
勝
し
た
。
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次
の

〔
Ａ
〕
・
〔
Ｂ
〕
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（上
智
大
・
外
国
主じ

〔Ａ
〕

孟
嘗

君

（姓
は
日
、

名
は
文
）
は
、

戦
国
時
代
の
斉
国
の
人
で
、

斉
の
君
主
の
一
族
で
あ
り
斉
の
宰
相
に
も
な
っ
た
。

そ
の
問
下
に
食
客
数

千
人
を
養
い
、

諸
侯
の
間
に
名
声
が
高
か
っ
た
。

秦
の
昭
王
は
孟
嘗
君
が

賢
者
だ
と
の
う
わ
さ
を
聞
き
、

会
見
を
申
し
込
ん
だ
。

あ
る
と
き
秦
の
昭

王
の
招
き
に
応
じ
て
出
か
け
た
と
こ
ろ
、

昭
王
は
す
ぐ
さ
ま
彼
を
秦
の
宰

相
と
し
た
。
し
か
し

「
孟
嘗
君
は
賢
い
人
物
で
あ
る
が
、

秦
に
と
っ
て
は

危
険
だ
」
と
昭
王
に
勧
告
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
昭
王
は
孟
嘗
君

を
軟
禁
し
、

殺
し
て
し
ま
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１５３
ぺ
‐
ジ

ん
シテ馳
セ

レ
＊
儲
　
る
フ
あ
。

孟
　
嘗
　
君
　
至
ル

レ
離
ｏ　
＊
離
　
法
、

難
　
』

テ

而

出
レ
客
。

孟

嘗

君

卦

追

ノ
至

ルつ
客

之

居
二
下

坐
・

者ェ、
有り三
彬

晟
二
難

峰
一、
而シテ
難

説

鳴ク。
込

＊携
庁
儲

品
。

出デ
テ

女ロク
■

ネ
食
　
配
↓
秦

ノ
　
追

フ
モ
ノ

果
タ
シ
テ

至
，レ

レ
離
。

己
ェ　

後
ル

ニ
孟
　
嘗
　
君

ノ

出ヅ
理

乃チ
説

始
メ

孟

嘗

君

列
シ

ニ
此

ノ

ニ

ん

於

賓

客
二

・ヽ

賓

客

記

差ヅ
レ
ぁ
。

及ビ
三
孟

嘗

君

有
ル

キ
秦

ノ

難
一、
璃

ェ
此

ノ

一
一　
人

ｅ
焼
引
斡

自リ
レ
是

レ　
之

後
、

客

皆
消
野

子
‐

判
冒

・一
‐

詐

翁
史
記
」
孟
嘗
君
列
得
）

＊
抵
Ｈ
至
る
。

　
幸
姫
＝
寵
愛
の
婦
人
。

　
妾
＝
わ
ら
わ
。

女
性
の
卑
下
し
た

自
称
。

　
狐
白
塞
＝
狐
の
腋

（わ
き
）
の
白
い
毛
で
作
っ
た
皮
ご
ろ
も
。

直
＝
値
と
同
じ
。

　
狗
Ｈ
い
ぬ
。

　
封
停
川
通
行
手
形
。

　
函
谷
閲
Ｈ
関
所

の
名
。

　
停
＝
は
や
う
ま
。

　
開
法
＝
関
所
の
お
き
て
。

　
費
停
＝
手
形
を

あ
ら
た
め
る
。　

一
説
に
駅
つ
ぎ
の
車
を
出
す
こ
と
。

　
食
頃
Ｈ
食
事
を
す
る

ほ
ど
の
わ
ず
か
な
時
間
。

　
○
雙
―
双
　
獄
―
献
　
封
―
対
　
角
―
為
　
盗

―
盗
　
病
―
蔵
　
澤
―
釈
　
卸
―
即
　
偉
―
伝
　
愛
―
変
　
開
―
関
　
難
―

鶏
　
轟
―
尽
　
抜
―
抜

〔Ｂ
〕

〔Ａ
〕
の
話
を
め
ぐ

っ
て
、

未
の
王
安
石
は
次
の
よ
う
に
論
評
し

た
。

嘗

君

能

得
レ
士
。

士

以
レ
放

踊
レ

カ
ェ

ス

以テ

脇
「
於

虎

豹

之

義
孔

悌

ニ　
　
　
ラ
ンヤ

難

鳴

狗

盗

之

雄

耳
。

豊

足
ニ

昭 得ヲ嘗 奏 入り者 儲 秦二君 姫~  `  二 上。 歩    孟
王

 嬰ジ貫ヲ王ノ秦
 Rゲ Fそ 堅

ジタリ冥ゲ
嘗

孟  而シ
テ

世

嘗 卒ニ
皆

君ハ算り
補ス

特歩其ノ翠

以テ子あ之ニ
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盗ノ宜シ言フ
ク フ エ

カァ可シ得ル
~   ニ   ン ト

哉
。

以テ士ヲ

夫レ嵩 すx
難 面シ茶ラ

揚 冊ス要旨
盗桑ヲ

齊

i落有,量ヲ
其ノ取ラタ

バ

即二難 
~

止:レ l島  ゴ
Lア

不ル

焉
、狗士

問

一

〔Ａ
〕
の
傍
線
部
ａ
・
ｂ

・
ｄ
の
字
義
と
同
じ
も
の
は
ど
れ
か
。

次
の
う
ち
か
ら
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

ａ
…
イ
　
解
明
　
　
　
日
　
和
解
　
　
　
ハ
　
理
解
　
　
　
〓一　
解
放
　
　
　
ホ
　
弁
解

ｂ
…
イ
　
釈
明
　
　
　
日
　
釈
然
　
　
　
ハ
　
釈
放
　
　
　
一一　
氷
釈
　
　
　
ホ
　
講
釈

ｄ
…
イ
　
償
還
　
　
　
回
　
周
還
　
　
　
ハ
　
帰
還
　
　
　
〓一　
召
還
　
　
　
ホ
　
返
還

問
工
　
〔Ａ
〕
の
傍
線
部
ｃ
・
ｅ
・
ｆ
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

次
の
う
ち
か
ら
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

ｃ
…
イ
　
た
だ
ち
に
　
　
　
回
　
し
ば
ら
く
し
て
　
　
　
ハ
　
と
り
あ
え
ず

一一　
従

っ
て
　
　
　
　
ホ
　
早
足
で

ｅ
…
イ
　
抜
群
の
働
き
を
し
た
　
　
　
回
　
抜
擢
し
て
用
い
た
　
　
　
ハ
　
危
難
を
取
り
除
い
た

一一　
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
　
　
　
ホ
　
少
し
手
ぬ
か
り
を
し
た

ｆ
…
イ
　
孟
嘗
君
の
大
胆
さ
に
感
服
し
た
　
　
　
　
　
　
　
回
　
孟
嘗
君
の
政
治
力
に
感
服
し
た

ハ
　
孟
嘗
君
の
臨
機
応
変
の
措
置
に
感
服
し
た
　
　
　
“一　
孟
嘗
君
の
指
導
力
に
感
服
し
た

ホ
　
孟
嘗
君
の
人
を
見
る
力
に
感
服
し
た

問
三
　
〔Ａ
〕
の
話
に
出
て
く
る

「鶏
鳴
狗
盗
」
と
は
ど
う
い
う
者
を
い
う
か
。

次
の
う
ち
か
ら
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

イ
　
機
智
に
富
ん
だ
人
間
　
　
　
　
　
　
　
回
　
売
り
込
み
の
う
ま
い
人
間

ハ
　
非
常
の
時
に
役
に
立
つ
人
間
　
　
　
　
〓一　
つ
ま
ら
な
い
技
能
の
持
ち
主

ホ
　
他
人
に
ま
ね
の
で
き
な
い
能
力
を
持
つ
者

問
四
　
〔Ｂ
〕
の
波
線
部
の

「稀
」
は
ど
こ
ま
で
か
か
っ
て
い
る
か
。

次
の
う
ち
か
ら
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

イ
　
孟
嘗
君
能
得
士
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
回
　
以
脱
於
虎
豹
之
秦
ま
で

ハ
　
難
鳴
狗
盗
之
雄
耳
ま
で
　
　
　
　
　
　
〓一　
虫立
足
以
言
得
士
ま
で

之
　
所
刊
以

至
　
也
。

＊
南
面
＝
諸
侯
を
従
え
て
工
者
と
な
る
こ
と
。

頼
　
齊
―
斉

（讃
二孟
嘗
君
得
し

○
補
―
称
　
掃
―
帰
　
頼
―
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ホ
　
取
難
鳴
狗
盗
之
力
哉
ま
で

問
五
　
〔Ｂ
〕
の
文
章
の
趣
旨
か
ら
見
て
、

次
の
項
目
の
う
ち
、

正
し
い
も
の
を
Ａ
と
し
、

正
し
く
な
い
も
の
を
Ｂ
と
し
て
答
え
よ
。

イ
　
孟
嘗
君
は
士
を
集
め
る
オ
能
を
持

っ
て
お
り
、

鶏
鳴
狗
盗
を
は
じ
め
広
く
人
材
を
集
め
た
賢
者
で
あ
っ
た
。

日
　
孟
嘗
君
は
鶏
鳴
狗
盗
を
は
じ
め
多
く
の
人
材
を
集
め
た
と
言
わ
れ
る
が
、

さ
ら
に
多
数
の
士
を
集
め
ら
れ
た
ら
天
下
が
取
れ
た
は
ず
だ
。

ハ
　
孟
嘗
君
は
鶏
鳴
狗
盗
な
ど
を
養

っ
て
い
た
か
ら
、

本
当
の
士
が
そ
の
も
と
に
集
ま
ら
な
か
っ
た
。

二
　
孟
嘗
君
は
多
く
の
人
材
を
集
め
な
が
ら
そ
れ
を
活
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、

天
下
の
王
者
と
な
れ
な
か
っ
た
。
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次
の
文
章
は
、

中
国
の
戦
国
時
代
の
秦
の
率
相
と
な
っ
た
甘
茂
と
い
う
人
物
に
関
す
る
記
事
の

一
部
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
読
み
、

後
の
設
問

に
答
え
よ
。

但
し
、

設
間
の
都
合
で
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（お
茶
の
水
女
子
大
）　
　
　
　
　
　
解
答

・
解
説
↓
別
冊
１５５
ぺ
‐
ジ

甘
　
茂

相
レ
秦
。

秦

王

愛
孔

公

孫

行‐
砧

ヂ

之

問
…

　

ヲ

竹卯
秦
ェ。

秦
　
王
　
愛シ・一＊
岱
　
輌
　
続
↓０
与‐
（生

之卜　
騨

言ゲ民!::i!景
リ

艶
フ多

算
ヽ
０
妹

翁
戦
国
策
じ

二
　

　

ヽ
ブ
　
い
づ
ク
ン
ゾ

　

〕一　
　

　

ン
ト

「寡

人

託
二
国

於

ｂ
ョ

何
潮
‐

更‐

矧

矧

賢‐

＊
公
孫
術
＝
戦
国
時
代
の
遊
説
家
。

号
は
犀
首
。

　

寡
人
＝
諸
侯
の
自
称
。

問

一　
傍
線
部
０

「焉
更
得
賢
相
。

」
の
部
分
を
訳
せ
。

間
二
　
傍
線
部
０

「王
且
相
犀
首
。

」
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

書
き
下
し
文
に
用
い
た
漢
宇
に
は
、

す
べ
て
読
み
仮
名
を
よ
る
こ
と
。

間
三
　
傍
線
部
ａ
・
ｂ

・
ｃ
の

「
子
」
は
誰
を
さ
し
て
い
る
か
。

本
文
中
か
ら
選
ん
で
そ
の
人
名
を
記
せ
。

問
四
　
傍
線
部
働

「与
」、
働

「自
」、
０

「
乃
」
の
読
み
を
送
り
仮
名
を
含
め
て
平
仮
名
の
み
で
記
せ
。

現
代
仮
名
遣
い
で
よ
い
。

問
五
　
傍
線
部
０

「犀
首
告
臣
。

」
は
、

甘
茂
が
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
が
、

甘
茂
の
言
葉
の
真
意
を
説
明
せ
よ
。

言フ
。

聞芸
埋

ア
０

自‐
（
）

言胃
ヒ

庁
之

二　
日
′、レ

「
＊
寡

人

」
化

相
（生

　

『押

」

対

…
巳
、■

像
到

一 。
（

ピ

（

平

距

ァ
。

自‐
（
）

言胃
ヒ

庁

之
二

日
′、
レ

「
＊

寡

人

」

レ
）

相
（レ

（

）

帥
ご

焼
ヘテ

日′、レ
「
。

タ

ニ
カ

　

ク
ト
　
　
ヲ
　
　
　
　
ヘ
テ
　
　
ハ

甘

茂

之

吏

、
聞
キ

庁
ぁ
―

テ

グ

　

，Ｌ

　

　

晟
〕万

聞
ク【

之ヲご

対
へぎ

レ

以
　
上
Ｆ
一
甘
　
茂

一。
甘
　
茂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

ま
み
エ
テ

　

〕一
　

　

　

ハ
ク
　
　
　
　
　
　
　
タ
リ

見
レ
王
　
日
、

「
王
　
得
ニ

タ
リ

　
　
　
　
　
　
ヲ

　

　

　

ヘ
テ
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
　
　
ス
ト

一。
敢

ヘテ
　
再
　
拝

シ
テ

賀
ス

Ｆ
　
　
首
　
之
　
泄
一　
也
、
Ｃ

乃

b 賢

ゴ。ド相ヲ

卜
　
　
ひ
そ
カ

ニ

逐フ 的)^且
）

　
　
　
　
　
　
　
グ
ト
　
　
エ

犀
　
首
　
生
デ

臣
。」

ン
之
。

王 王

怒ル日ハー     クヽ

「
Ｃ

引刊

於
　
犀
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河圏圏田
南ノ

也
。

羊
　
子

妻
。

妻
　
日
、

者
　
不
レ
受
二
米
嵯

潮
刊
剰
ゴ
何
コ
Ｗ

羊

と遅
　
尋
レ
師
　
学
。　

一

ヽ
夕

　

ヽ
ア

　

シ

ク

　

　

キ

テ

妻
′、

何

利
州
淵
釧

之
　
女
・

ａ
ヨ四‐‐対珂
＊
一

氏】遅

不
レ
飲
二
盗

泉

水
一、
米
廉

拾
レ
遺
　
求
レ

す
テ
テ
　
　
ヲ

利
　
而

損
二

金

晩
　
　
間
ニ

，一　
　
　
　
　
　
　

エ
シ
テ

　

　

　

　

か
さ
ネ
テ

析

一 。
　

一
　

糸

　

而

　

累

、

ニ
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

成
孔

丈

匹
・。

一、
ホ
稽
刊
廃
　
時

劇

淵

判

塁‐

引

酬

刊

囲

―

棚

コ

判

羊

終
レ
業
。

以テ
至ルニ
於

寸二・０
０
馳
寸
寸

外

斗

若
シ

　

断
夕

ぉ

晦

　

儀

一
也

、

叫

＊
損

刊

失
シ

　

成

―

剰

子
‐

「

積
ム

【
義
ヽ

若
シ

。
刊

目

判

而‐

子
　
感

ジ
ャ
其

ノ
　
一一計

、同
日
　
還リ

テ

翁
後
漢
書
じ

子
　
日
、
―

切

ω
姐

は
し
リ
テ

　

ニ

趨
レ
機
　
而

ロニイ子

駅ゲ懐

| | ! ノ具
織ハ無

多ジ他

F り異
蚕ノ也

ス
岳
ラ
叉ィ

妾直嘗」
楽

唄
ク 行 :羊

志酷ヲ子

士ハ誉之

餅ァ何

ヲ以テ

与フ

見ア今

キ
4]ル疑案:誓舟子
妻 乃チ流

於

＊
機

問

一　
空
欄
の
中
に
漢
字
を

一
宇
入
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
れ
が
適
当
か
。

次
の
中
か
ら
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
又
　
　
　
　
回
　
復
　
　
　
　
ハ
　
亦
　
　
　
　
一一　
還

問
工
　
傍
線
部
ａ

「遺
金
」、
ｂ

「夫
子
」
の
意
味
を
記
せ
。

問
三
　
傍
線
部
０

「不
レ知
二何
氏
之
女
一也
」
を
、

平
易
な
現
代
文
に
改
め
よ
。

問
四
　
傍
線
部
０

「不
レ飲
二盗
泉
之
水
Ｌ

に
つ
い
て
は
、

「渇
し
て
も
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
」
と
い
う
成
語
が
あ
る
。

こ
の
成
語
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
の
た
と
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
か
、

分
か
り
や
す
く
記
せ
。

問
五
　
傍
線
部
０

「況
拾
レ遺
求
レ利
而
汚
・■
ハ行
一子
」
を
、

書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

問
六
　
傍
線
部
働

「久

行

懐
思
、

無
二他
異
一也
」
を
、

平
易
な
現
代
文
に
改
め
よ
。

問
七
　
傍
線
部
０

「累
庁
↓
不ザ
塚
己
マヽ

遂
成
二丈
匹
Ｌ

を
、

平
易
な
現
代
文
に
改
め
よ
。

票品妻

球ル乃チ其ノ於

ラ|キ軽ブ毀ニ

刀ブ羊 而

＊
一
餅
＝
も
ち
の
よ
う
に
平
た
い
一
枚
の
金
貨
。

　

廉
者
Ｈ
清
廉
で
剛
直
な
人
。

嵯
来
之
食
＝

「
ほ
れ
、

食
え
」
と
、

人
を
見
下
げ
た
態
度
で
投
げ
与
え
ら
れ

た
食
べ
物
。

　

織
川
お
り
も
の
。

　

機
将
＝
は
た
お
り
の
機
械
。

　

丈
匹
＝

丈
も
匹
も
、

織
り
物
の
単
位
。

　

捐
失
＝
す
て
、
う
し
な
う
。

台
な
し
に
す

る
。

　

稽
廃
＝
む
だ
に
す
る
。

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（設
間
の
都
合
で
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

）
（九
州
大
）解

答

・
解
説
↓
別
冊
１５６
ぺ
‐
ジ

功ァ遂
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問
八
　
傍
線
部
０

「中
道
而
廃
、

何
異
レ断
二此
織
一乎
」
を
、

書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

問
九
　
次
の
Ａ
群
の
作
品
と
最
も
関
係
の
深
い
も
の
を
Ｂ
群
か
ら
選
び
、

そ
の
記
号
を
記
せ
。

Ａ
…
１
　
漢
書
　
　
　
２
　
資
治
通
鑑
　
　
３
　
桃
花
源
記
　
　
４
　
長
恨
歌
　
　
　
５
　
赤
壁
賦

Ｂ
…
イ
　
陶
淵
明
　
　
日
　
白
居
易
　
　
　
ハ
　
蘇
拭
　
　
　
　
〓一　
司
馬
光
　
　
　
ホ
　
杜
甫

へ
　
李
白
　
　
　
卜
　
通
嘩
　
　
　
　
チ
　
班
固
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エ
パ
で
　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（但
し
、

設
間
の
関
係
で
送
り
仮
名
を
省
い
た
箇
所
が
あ
る
。）

（隷
築
ぱ
辞
説
↓
別
冊
１５８
ぺ
‐
ジ

胡

威

宇

伯

虎
。

少

テ
有

り
孔

志

衛
≡。
父

質
、

以
二
忠

　

因
孔

他

信
萱

（
．

以テ

白
ス

レ
質
。

質

杖
群

其
ノ

都

督
１

吊
・
品
。

質
　
之
＊
崩
二
刑
　
爪
一
也ゃ
、

威
　
自リ
ニ
京
　
都
↓　
＊
省

ス
レ
ぁ
。

　

百
、

除ク
ニ
吏
　
毎
一。
。

士‐
，Ｔ

樹
引

ヱ
‐

刊
目
呵
劇
野

階
甜
粋
「
晩
〉

家

貧
、

野

車

馬

童

僕
ス

威

自

駆
庁
鵬

単

行
、

　

書

武

帝

賜
レ
見
、

論
孔

邊

事
嘉

及
二
牢

生
”
帝

弄
引

見
ス

　

父
二

”

停
マ

つ
ヨ
ト

厩
　
中

こ
一
十
　

餘

　

日
、

告
グ

レ
晟
ゥ
ョ
夢

臨
ミ

レ
品
と

　

　

歎
ジ

ニ

其
ノ

　

父
ノ

　

清
ナ

れ
ヲ

請
ヒ

”

威
ェ

　

日
′、
レ

「
助

　

清
′、

　

非

十
臨
争

卜

父
ノ

質
　
賜

ヒ
ニ
絹

　

一
　

ら
一。
晟
二
道
　
路

ノ
　
ほ
一。
威
　
陥

テ
日
′、レ

「
側

剰
州
　
　
清

ェ
や。
」
威
　
装

テ
日
′、レ

「
臣
　
ｃ

利
州
淵
判
＝
判
ど

帝
　
日
′、フ

「
以

テ
レ
任

パ
ー

剰
Ｈ
則
ゴ
倒
「

審‐
ラ靴

辞
雛
淵
叶
ぷ
斯

肝
琳
寸
崩
車
」
質
　
回
′、レ

「是
レ　

　
晟
中

卜
不
レ
如
。

」
欺

テ
日
′、レ

「
ω
臣‐

夕＝

父‐
ノ‐

清‐
′、‐

帥
「
料

」一
‐

靴
イ

臣‐
ノ＝

清‐
夕、

吾ガ

俸

蔽

之

益
り

故
ェ

以
テ

晟
二

汝
ノ

極
↑
耳

卜
ご

威

受
ヶ

レ
ぁ
、

中

人‐
，Ｔ

調
銚
ヰ

是
‐

レ

臣
‐

ノ
洲

剰

蔀

難

弘

」

品
テ

品
。α

【
至

ル
ニ客
　
合

ェ
・、
自
ラ

＊
放

チ
レ
鵬
、

取リ
レ
梅
　
炊
　
窮
啄

毎
　
畢

レバ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（習
一回
士世

注
）

復
　
進
レ
道
、

往
　
還

ａ
調
州

旦‐
仰

質
ノ

＊
帳
　
下
　
都
　
督
、
。

乳
押
対
判
　
　
　
　
＊
志
衛
Ｈ
高
尚
な
志
。

　

局
二刑
州
一＝
刑
州
刺
史

（長
官
）
に
な
る
。

　

省
＝

相
　
識
ス

先
↓
其

ノ
ｂ

潮
州
目
即

請
ヒ

々
疇
　
劫
レ
家
、

陰

．
ネ
資
　
装

ァ
百
　
　
　
　
　
　

舞
う
。　

放
レ聴
＝
盛
馬
に
つ
け
た
旅
装
を
は
ず
す
。　

帳
下
都
督
＝
幕
下

の
兵
卒
監
督
官
。

　
資
装
＝
旅
の
準
備
を
整
え
る
。

　
佐
助
経
管
＝
手
助
け

餘
　
里
　
弟

ぁ
。

因
リ
テ

兵
　
筋
レ
件卜
、

毎
ェ

レ
事

＊
佐
刊
助
　
経
刊
儀
　
　
　
　
　
し
ぁ
れ
こ
れ
世
話
を
す
る
。

　

他
信
＝
別
の
手
紙
。

　

邊
事
＝
辺
境
地
帯
の

事
情
。

之
ヲ

一。
行

ク
ョト

敷

百

里
、

威

疑
ヒ

レ
ぁ
、

密
ヵ
二

誘

問
シ
、

乃チ

知
ル

と
其

′

都

督
ナ

〕ル
ヲ

也
。

因
リ
テ

取
リ

ニ
醍

二
所

ノ
ン
賜

フ
梅

〕、
答

謝
シ
テ

而

浄

ぁ
。

後

問

一　

次
の
傍
線
部
の
読
み
を
記
せ

（全
文
平
仮
名
）
。

１
　
傍
線
部

ａ

「如
レ是
」
。

２
　
傍
線
部
ｂ

「格
レ踊
」
。

３
　
傍
線
部

ｃ

「
不
レ如
也
」
。

間
二
　
傍
線
部
０

「
大
人
清
白
、

不
レ審
於
レ何
得
二此
絹
Ｌ

を
、

平
易
な
現
代
語
に
訳
せ
。

問
三
　
傍
線
部
０

「素
不
二相
識
Ｌ

を
、

平
易
な
現
代
語
に
訳
せ
。
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間
四
　
傍
線
部
０

「其
父
子
清
慎
如
レ此
」

問
五
　
傍
線
部
０

「臣
父
清
恐
二人
知
ス

と
あ
る
が
、

父
子
そ
れ
ぞ
れ
の

「清
慣
」

臣
清
恐
二人
不
ラ知
、

是
臣
不
ン如
者
遠
也
」

の
具
体
的
内
容
を
説
明
せ
よ
。

を
、

平
易
な
現
代
語
に
訳
せ
。
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串と
ぺ
い
　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
よ
。

但
し
、

設
間
の
都
合
で
字
句
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（北
海

巾
頗
争
・
解
説
↓
別
冊
１６０
ペ
ー
ジ

太

原
＊
工

覇

少

立
畜

節
”
光

武

時

連

徴

　

　

土
ハ

子
一
容

服

甚

光
、

峯

措

有
レ
通
。

而

我

＊
見

曹
、

不
レ
仕
。

妻

亦

美
愁

行
一。
初
、

覇

罫

同

郡

＊
令

狐

子

　

＊
蓬

髪

歴

歯
。

未
レ
知
二
踏

則
一、
見
レ
客

而

有
二
惑

伯
一
角
レ
友
。

後

子

伯

鳥
二

楚

相
】、
而

其

子

角
二

郡

　

色
一。
父

子

恩

深
。

不
レ
覺

自

失

耳
。

妻

日
、

君

米
功
　
曹
一。
子
　
伯
　
乃
て

郷
封
判
「
封
判
∃
引
調
州
ゴ
郵

車
　
馬
　
服
　
　
少

テ
傷
二
清
　
節
一。
不
レ
顧
二
柴
　
藤
一。
的

剤
「

ヱ‐
判
劇
州

‐
劇

―
書‐

」那

徒

死
　
容
　
如
　
也
。

覇
　
子
　
時
　
方
　
耕
二
於
　
野
一、
聞
二
賓
　
至
一、　
敦
刊
典
　
君
　
之
　
一向
〓。
奈
　
何
　
せ
針

宿
　
士心
一、
而
　
断
二　
見
　
女

投ジ
庁
燕

ヲ
而

品
。

見
ュ理

令

加

子
ェ丁

粗

侮
テ

不
レ
縁
二
仰

　

れ
一
子卜。
覇

屈

起
シテ

而

笑
ヒぎ

嵩

右‐
ル寸

計

球

込

共
ェ

維

碗
・。
覇
　
見
レ
ぁ
　
有
二
て

周
「
劇
明孔

客
　
去
　
而
。
水
守
‐

臥‐
シｒ

ナ
‐

剣
「　
　
身
　
隠
　
遂
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「後
漢
書
じ

起
げ

妻
　
怪

テ
問
フ

キ
其

ノ　
悔
・
始
　
不
レ
肯
”
　

リ
ァ

妻
　
請
レ
罪
、

而
　
　
　
　
＊
王
覇
＝
漢
代
の
人
。

　
Ａ
狐
子
伯
＝
人
名
。

　
功
曹
＝
官
名
。

郡
に
所
属
す

二
　

と
ア
　

ハク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨリ
　
　
　
　
　
　
に
　
き
き
〕一
　

を
一　
　
　
　
　
る
官
吏
の
任
意
賞
罰
を
掌
る
。

　

温
昨
問
ソ
サ
ク
。

気
後
れ
し
て
恥
じ
る
。

後

〓百
　

日
、

吾

典
二
子

伯

一
素

不
孔

相

若
”
向

　

見
二

相
若
＝
相
似
。

　

兄
曹
＝
子
供
。

　

蓬
髪
歴
歯
Ｈ
貧
し
い
容
貌
。

問

一　
傍
線
部
０

「令
子
奉
書
於
覇
」
を
平
仮
名
の
み
で
書
き
下
せ
。

（例
）
學
而
時
密
之
↓
ま
な
ん
で
と
き
に
こ
れ
を
な
ら
ふ
。

問
二
　
傍
線
部
０

「悦
容
」
と
同
じ
意
味
の
語
句
を
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
示
せ
。

問
三
　
傍
線
部
０

「久
臥
不
起
」
と
あ
る
が
、

工
覇
が

「久
臥
」
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

本
十
年
以
内
で
説
明
せ
よ
。

問
四
　
傍
線
部
働

「令
子
伯
之
貴
執
典
君
之
高
」
に
つ
い
て
、

「貴
」
と

「高
」
の
具
体
的
内
容
を
示
し
つ
つ
解
釈
せ
よ
。

問
五
　
傍
線
部
０

「有
是
哉
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

王
覇
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
。

七
十
五
年
以
内
で
述
べ
よ
。
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身ハ以テ奮ヒ而 ル未
レ   ニ テ     ニ

ダ物 諸 寸ヲ相ヒl A j

テ出ヅ侯ヲ乗ジ呉二夫レ

ラ琥ン漂ダ執ェ ビ秦

死スカヲ其ノ自ラ嘗
問

一　
傍
線
部
ａ
・
ｂ
の

「難
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
意
味
か
。

漢
年
二
年
の
熟
語
で
表
せ
。

間
二
　
傍
線
部
０

「不
可
勝
敷
」
を
平
仮
名
の
み
で
書
き
下
せ
。

（例
）
學
而
時
密
之
↓
ま
な
ん
で
と
き
に
こ
れ
を
な
ら
ふ
。

問
三
　
傍
線
部
０

「位
雄
不
維
、

近
古
以
来
未
嘗
有
也
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

問
四
　
傍
線
部
０

「豊
不
謬
哉
」
を
平
易
な
口
語
に
置
き
換
え
よ
。

問
五
　
傍
線
部
０

「天
也
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

ω
の
文
章
を
参
考
に
し
つ
つ
、

四
十
年
以
内
で
説
明
せ
よ
。

問
六
　
司
馬
遷
と
揚
雄
は
、

そ
れ
ぞ
れ
項
初
の
敗
因
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

七
十
五
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

ス用
二

有
・

ツ

ニ

一立
Ｆ

私セ

ン
ト

征
一、

二
東

也
。

ム
ル

ハ

怨
ニ

智
・

位

推
レ
不
レ
維
、

近
　
古

以

謬
　
哉
。

或

間
、

楚

敗
二
咳

日
、

漢

＊
屈
二

＊
雲

策
一
而

自

屈
二
其

な
ん
ゾ

　
　
ウ」
と
ト
セ
ン

翁
史
記
し

死スルニ日′、レ
。
刃
―

也‐卜。
置
とナル

サ
シ
ム　　
　
　　
　
ア
　
　
　
ハ　
　
にく
ミテ

屈
二　
享
　
力
一。
楚
　
敬
ニ

人

者

克
、
自

屈

者

覇
　
王
一。

及
下
初
＊

王
　
侯

而
　
不
レ

ス
ル

コ
ト

経
二‐

管

　

天

城
・。
衛
　
不
“恥
覺 即t蓼多声キ 像)

雰セFブ女ヲ幹開エ

而 五 ヂヒ難|シ瞬ヒ

央 楚ヲ覇年
、

不
ニ 放

引
逐
　

義

自

殆
孔

功ナリ
ト

王
　
之
　
業
↓、

卒
　
亡
二
其

自

量
貝

過
・

起 シ

乃チ

引 ク
タ 下

ゃ 天

＊
尺

＊
五

由
レ

不気ク尋 モ官lBl

読
ん
で
設
間
に
答
え
よ
。

但
し
、

設
間
の

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１６２
ぺ
‐
ジ

為

ヵ

用
ァ

ゥ

鳥

之

罪
二

一　

也
卜

封
フ
ァ

。

卦

二
　

　

あ

た

リ

テ

下
一
方
レ

策
一、
票
　
策

ヲ
　
　
　
サ
シ
ム
ル

カ
一、
屈
レ

天
　
局

　

故
　
　
焉
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
法
一一三
）

＊
蓋
門
蜂
。

　

尺
寸
＝
小
さ
な
も
の
の
た
と
え
。

　

凱
＝
勢
。

　

朧
畝
＝
は
た

け
。

　
五
諸
侯
＝
斉
、

避
、

韓
、

魏
、

燕
。

　
背
閲
Ｈ
関
中
の
地
を
捨
て
る
。

功
伐
＝
て
が
ら
。

　

覺
痛
＝
覚
悟
。

　

責
過
――
責
め
る
。

　

屈
＝
尽
く
す
。

雲
＝
群
。

次
に
掲
げ
る
司
馬
遷
の
文
側
と
揚
雄
の
文
口
と
は
、
と
も
に
項
羽
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

都
合
で
訓
点
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（北
海
道
大
）
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―
刊
劇
州
ゴ
翠

然
ル
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秘
　
み
午

有
ス

マ

起
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却
キ

朧
　

畝
　

之
　

中
ョ

却
二
二
　

年
二
）
テ

込
　

躍
串

テ

義
。

分
刊
裂シテ　
天
　
弔
・
而
　
封ジ
ニ
王
　
偽
〕、
政

ボ

ス
ナ
リ

　

　

ヲ

亡
レ
　

我
、
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